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⾃⼰紹介
森崎 裕磨（もりさき ゆうま）
⾦沢⼤学 融合研究域融合科学系 助教
博⼠（⼯学）
出⾝地︓⽯川県⾦沢市
研究︓⼟⽊計画学，防災計画，観光科学，

交通計画，健康まちづくり 等
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【研究テーマ】
ビッグデータを⽤いた訪⽇外国⼈旅⾏者の周遊⾏動特性に関する研究（観光）
スマートウォッチから取得可能なデータ群を⽤いた観光DX施策の提案に関す

る研究（観光）
⼝コミデータ・⽣成AIを⽤いた新たな観光情報提供アプリの開発（観光）
医療ビッグデータを⽤いた災害時要配慮者⽀援に関する研究（防災）
もしかもマップを⽤いた新たな交通安全教育アプリの開発（交通安全）



観光デザイン学類の教育

【観光デザイン学類が求める⼈材】
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【観光デザイン学類の教育内容】



データサイエンスに基づく講義︓観光データ解析応⽤

【講義の主題・学修⽬標】
観光に関するオープンデータなどを⽤いて，分析・可視化技術

を学ぶ．講義中はpython，Rなどのプログラム⾔語を⽤いる．
具体的には，データ構造を理解した上で統計処理・多変量解
析・深層学習を実施する．

【講義で使⽤するデータ】
クチコミデータ（旅⾏情報サイト等…）
SNSデータ（Twitter等…）
福井県観光データ分析システム「FTAS」
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観光データ解析応⽤の実施内容の例①
【FTASより取得可能なアンケートデータを⽤いたデータ分析】
観光満⾜度と再来訪意思のデータ集計．
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観光データ解析応⽤の実施内容の例②
【テキストマイニングを⽤いた講義内容】
クチコミデータを⽤いてテキストマイニングの実施．

6



データサイエンスに基づく講義︓地理情報システム演習
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【講義の主題・学修⽬標】
世の中に存在する様々な課題を解決するためには，社会をマ

クロ的な視点で捉えることも重要である．そのためには，地
理情報システム（Geographic Information System）であ
るGISを活⽤する必要がある．本講義では，GISの活⽤事例
を学ぶとともに，操作⽅法・空間解析⽅法を修得する．

【講義で使⽤するツール】
QGIS（地理情報システムのフリーソフト）

【講義で使⽤するデータ】
e-stat（統計データのポータルサイト）

国⼟数値情報ダウンロードサービス
（国⼟・社会基盤に関わるオープンデータ）



地理情報システム演習の実施内容①
オープンデータを⽤いて学⽣の出⾝地の⼈⼝構造の把握．
GISで反映可能なデータの「⾒える化」を実施．
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地理情報システム演習の実施内容②
学⽣⾃⾝が興味・関⼼のある観光地・都道府県を対象として，

空間的な評価を実施．
（左図）︓観光地内における⼟砂災害危険度評価．
（右図）︓過疎地域における地震危険度マップの作成．
※ いずれも，オープンデータを使⽤．
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プロジェクト演習における取組と研究成果
【講義の主題・学修⽬標】
専任教員が⾏っているプロジェクトに実際に参画し，異なる

⾒地を持つ他者との共創を通じて⾃⾝の課題研究に対する視
野を広げる．

【今年度のプロジェクト演習の概要】
災害時における観光客の⾏動特性に関する調査．
⽇本⼈・外国⼈では地震発⽣後の⾏動に差はあるのか︖
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プロジェクト演習の成果①
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●地震災害発⽣時の選択⾏動
避難所へ⾏く ︓103名（51.0%）
ホテルでの滞在 ︓81名（40.1%）
⾃家⽤⾞で帰る︓11名（5.4%）
その他 ︓7名（3.5%）

回答数︓N=202基礎集計・クロス集計

 避難所へ⾏く回答者が過半数
 「その他」グループ
・兼六園に待機する
・⾦沢駅へ向かう

103 81 11 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
避難所へ⾏く ホテルでの滞在 ⾃家⽤⾞で帰る その他

⽇本⼈観光客
避難所へ⾏く ︓51名（35.9％）
ホテルでの滞在︓73名（51.4％）
訪⽇外国⼈旅⾏者
避難所へ⾏く ︓52名（86.7％）
ホテルでの滞在︓8名（13.3％）

●国籍別の選択⾏動の違い
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52

73
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11 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⽇本⼈観光客，N=142

訪⽇外国⼈旅⾏者，N=60

避難所へ⾏く ホテルでの滞在 ⾃家⽤⾞で帰る その他



プロジェクト演習の成果②
12

 選択⾏動は国籍，滞在⽇数，年齢，来訪回数といった属性により
特徴づけられる．

 ⽇本⼈観光客はホテルでの滞在を試みる傾向．
 訪⽇外国⼈旅⾏者は避難所へ⾏く傾向．

観光客の選択⾏動 samples  = 181
gini = 0.571

value = [92, 73, 16]
class:避難所へ⾏く

samples  = 22
gini = 0.0

value = [22, 0, 0]
class:避難所へ⾏く

samples = 54
gini = 0.252

value = [46, 8, 0]
class:避難所へ⾏く

samples  = 30
gini = 0.58

value = [15, 12, 3]
class:避難所へ⾏く

samples  = 127
gini = 0.591

value = [46, 65, 16]
class:ホテルでの滞在を試みる

samples  = 40
gini = 0.139

value = [37, 3, 0]
class:避難所へ⾏く

samples  = 18
gini = 0.278

value = [15, 3, 0]
class:避難所へ⾏く

samples  = 14
gini = 0.459

value = [9, 5, 0]
class:避難所へ⾏く

samples  = 18
gini = 0.611

value = [9, 3, 6]
class:避難所へ⾏く

samples  = 9
gini = 0.37

value = [7, 1, 1]
class:避難所へ⾏く

samples  = 9
gini = 0.593

value = [2, 2, 5]
class:その他

samples  = 79
gini = 0.514

value = [22, 50, 7]
class:ホテルでの滞在を

試みる

samples  = 109
gini = 0.553

value = [37, 62, 10]
class:ホテルでの滞在を試みる

⽇本 国籍 海外

≦1.5⽇ 滞在⽇数 ＞1.5⽇ ≦43.0歳 年齢 ＞43.0歳

≦1.5回 来訪回数 ＞1.5回 ≦27.5歳 年齢 ＞27.5歳
災害情報

利⽤する ⼊⼿⼿段 利⽤しない
- 観光案内所 -

value =
避難所へ⾏く
ホテルでの滞在を試みる
その他

説明変数


